
あおぞら
　秋
も
到
来
し
食
欲
も

わ
く
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
最
近
、「
秋
刀
魚
」

に
異
変
が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
気
に
な
り
ま

し
た
。

　「
秋
刀
魚
」
は
私
の
大
好
き

な
魚
で
、
普
段
当
た
り
前
の
よ

う
に
食
卓
に
の
ぼ
る
魚
で
す
が
、

近
年
他
国
の
大
型
漁
船
が
日
本

の
排
他
的
経
済
水
域
の
外
で

漁
を
行
い
、
大
量
に
捕
獲
す
る

映
像
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

い
つ
か
は
激
減
す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　庶
民
の
好
き
な
魚
の
代
名
詞
、

「
秋
刀
魚
」
を
今
後
も
毎
年
食

べ
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　限
り
あ
る
資
源
を
他
国
と
と

も
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

（
ケ
ツ
ァ
ー
ル
）

中野市女性団体連絡協議会研修視察

信
州
ま
つ
し
ろ
へ

今年も楽しい研修視察でした

　中
野
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
会
員
相
互
の
交

流
を
図
る
た
め
、
研
修
視
察
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
10
月
9
日
（
金
）
の
秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
お

天
気
の
中
20
名
が
参
加
し
、
２
０
１
６
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
の
舞
台
と
な
る
、「
真
田
十
万
石

の
城
下
町
～
信
州
ま
つ
し
ろ
～
」
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　午
前
は
真
田
宝
物
館
、
真
田
邸
、
文
武
学
校
等
を
、

午
後
も
長
国
寺
、
旧
横
田
家
住
居
、
象
山
記
念
館
と
た

く
さ
ん
の
ゆ
か
り
の
施
設
を
見
学
し
、『
戦
国
を
か
け

る
―
乱
世
を
生
き
た
兵

つ
わ
も
の』

の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　昼
食
は
松
代
名
物
に
し
た
い
と
、
地
区
で
も
力
を
入

れ
て
い
る
「
杏
お
こ
わ
」
を
さ
っ
そ
く
味
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　街
全
体
が
お
も
て
な
し
ム
ー
ド
一
色
の
中
、
細
い
路

地
を
通
り
な
が
ら
、
一
日
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
改
め
て
偉
大
な
人
物
像

に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
が
一
層
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。

43 ２０１５．１１文化なかの

公
民
館
活
動
と

講
演
会
の
ご
案
内
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44２０１５．１１ 文化なかの

公民館活動

　９
月
17
日
（
木
）、
18
日
（
金
）
の
両
日
、
東
御
市

文
化
会
館
及
び
東
御
市
中
央
公
民
館
を
会
場
に
第
63
回

長
野
県
公
民
館
大
会
が
開
催
さ
れ
、
語
り
合
い
の
中
か

ら
地
域
で
展
開
さ
れ
る
公
民
館
活
動
の
現
状
を
共
有
し
、

明
日
か
ら
の
活
動
の
意
義
や
方
向
性
を
見
い
出
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
下
各
地
域
か
ら
300
名
を
超
え
る
公
民
館

関
係
者
が一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
４
公
民
館

か
ら
は
、
館
長
と
職
員
の
計
７
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　第
１
日
目
は
、
開
会
行
事
の
後
、
全
参
加
者
が
公
民

館
事
業
の
課
題
や
開
催
地
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
８
分
科
会
に
分
か
れ
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
討
議
や
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

　第
２
日
目
は
、
文
部
科
学
省
職
員
に
よ
る
「
国
の
社

会
教
育
施
策
の
動
向
」
と
題
し
た
研
修
会
と
、
佐
久
総

合
病
院
医
長
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
～
保
健

福
祉
を
こ
え
て
地
域
に
つ
な
が
り
を
処
方
す
る
～
」
と

題
し
た
講
演
会

に
参
加
し
、
本

年
度
の
大
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

　２
日
間
を
通

し
て
県
内
全
域

に
わ
た
る
公
民

館
職
員
と
の
情

報
交
換
は
、
現

在
、
公
民
館
が

抱
え
る
い
く
つ

か
の
課
題
を
共

に
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

第
63
回 

長
野
県
公
民
館
大
会

　豊
田
公
民

館
で
は
お
出

か
け
講
座
と

し
て
、
９
月

９
日
（
水
）

は
永
田
サ
ー

ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

で
、
10
月
６

日
（
火
）
は

上
今
井
公
民

館
で
「
音
楽

で
脳
が
イ
キ

イ
キ
」
を
行

い
ま
し
た
。

　両
会
場
と
も
大

勢
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
山
﨑

み
や
子
先
生
の
ご

指
導
で
、
な
つ
か

し
い
歌
や
季
節
の

歌
を
楽
し
く
歌
っ

た
り
、
か
ら
だ
を

動
か
し
た
り
、
楽

器
を
演
奏
し
た
り

し
て
、
お
な
か
の

底
か
ら
笑
っ
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

音
楽
で
脳
が
イ
キ
イ
キ

　
　
　
　
　お
出
か
け
講
座

永田サービスステーション会場

上今井公民館会場

封　　　筒 広　　　告

種　　類 規　　格 発送方法 作成枚数 規格及び掲載枠 掲載位置 広告料
（1枠あたり）

定形外「中
野市成人式
案内状送付」
封筒

(縦) 23.3㎝
×

(横) 12.0㎝

市内文書
配達員に
よる使送
又は郵送

700通
※発送枚
数は変動
します　

１枠のサイズ
（縦）5.5㎝

×
（横）9.0㎝

枠数２枠
色数黒1色

封筒裏面　　
（2枠あるうち
の場所は指定
できません）

2,450円
（消費税及び地方
消費税を除いた
もの。）

提出・問い合わせ先：中野市中央公民館　中野市三好町一丁目４番27号　電話 0269－22－2691
申込期限　所定の申込書により、１２月４日(金)までにお申し込みください。

「中野市成人式案内状送付封筒」へ掲載する広告を募集します 暮らしに役立つ広告を
お待ちしています。

　市の自主財源を確保し、市民サービスの向上を図るため、案内状送付封筒の裏面に有料広告を掲載
していただける事業者などを募集します。なお、掲載の可否は、市の審査委員会で決定します。

【発送（使用）期間】２月ごろから４月下旬ごろまで

みんなで青木村義民和太鼓を教わりました
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45 ２０１５．１１文化なかの

中野市合併10周年記念事業
　　　　　辰野　勇氏 まちづくり講演会

「
野
遊
び

　
ス
ス
メ
」

「
野
遊
び

　
ス
ス
メ
」エコ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
地
域
活
性

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
地
域
活
性

モンベルグループ代表モンベルグループ代表

辰 野　勇氏辰 野　勇氏

　郷土
の
自
然
と
文
化
を
活
か
し
、
地
域
住
民
が

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

本
講
演
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

　郷土
の
自
然
と
文
化
を
活
か
し
、
地
域
住
民
が

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

本
講
演
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

 主催　中野市・中野市教育委員会 　後援　信越９市町村広域観光連携会議 主催　中野市・中野市教育委員会 　後援　信越９市町村広域観光連携会議

日時

場所

平成27年

中野市豊田文化センター ホール
(中野市豊田公民館)入場料

無料

遊
び
の

遊
び
の

　1947年大阪府堺市に生まれる。少年時代に出会った本がきっかけで、山一筋の青春
を過ごす。1969年には、アイガー北壁日本人第二登を果たすなど、名実ともに日本のトップ
クライマーとなる。1975年に登山用品メーカー、株式会社モンベルを設立する。
　近年では、びわこ成蹊スポーツ大学・天理大学などの客員教授を務め教育分野でも活躍。
また、米子・大山観光大使、横浜水辺のまちづくり協議会理事、大阪府河内長野市市
政アドバイザーなど地域のまちづくりや活性化事業にも活躍の場を広げている。

プロフィール

午後２時～３時30分
11月21日（土）

問い合わせ先　中野市豊田公民館　☎0269－38－2922

講演会のご案内
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　越
の
音
高
寺
（
曹
洞
宗
）
は
江
戸
時
代

初
期
の
万
治
元
年
（
１
６
５
８
）
に
創
建

さ
れ
た
。
そ
の
入
口
に
宝ほ

う
ぎ
ょ
う形
づ
く
り
の
庚

申
祠
が
あ
る
。

　延
宝
２
年
（
１
６
７
４
）
の

銘
が
あ
り
、
中
野
地
域
で
は
古

い
庚
申
祠
の
一
つ
で
あ
る
。
参

道
へ
入
る
と
脇
に
地
蔵
尊
や
三
界
万
霊
塔

な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
そ
の
中
ほ
ど

に
「
川
流
溺
死
萬
霊
等
」
と
記
さ
れ
た
塔

が
あ
り
、
側
面
に
塔
建
立
の
経
緯
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

　そ
れ
に
「
寛か

ん
ぽ
う保
二
壬

み
ず
の
え

戌い
ぬ

八
月
朔つ

い

日た
ち

大

雨
頻し

き
り
な
り也
」
と
あ
る
よ
う
に
、寛
保
二
年
（
１

７
４
２
）
の
夏
は
雨
が
多
か
っ
た
。
こ
と

に
７
月
29
日
（
旧
暦
）
の
夜
か
ら
激
し
く

降
り
、
８
月
１
日
に
は
各
地
で
河
川
が
氾

濫
、「
戌い

ぬ

の
満ま

ん
す
い水
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

当
地
の
夜
間
瀬
川
や
そ
の
支
流
も
暴
水
と

な
り
、
高
社
山
も
各
地
で
崩
落
し
た
。
碑

は
そ
の
惨
状
を
「
水み

ず

満み
ち

山や
ま

崩く
ず
れ

、
人ひ

と

溺で
き
し死

其そ
の
か
ず数

不し
ら
ず知

」
と
記
し
て
い
る
。

　銘
文
の
後
半
に
よ
れ
ば
、
近
在
の
曹
洞

宗
寺
院
は
災
害
で
没
し
た
人
の
供
養
を
す

る
が
、
越
村
で
は
音
高
寺
が
川か

わ
べ辺
で
大

法ほ
う
え会
を
施
行
し
た
。
８
月
26
日
の
こ
と
で

あ
る
。
場
所
は
夜
間
瀬
川
を
眼
下
に
見
る

金
山
地
籍
の
段
丘
上
（
平
成
橋
北
端
の
西

側
）。
そ
こ
に
水
難
で
亡
く
な
っ
た
人
の

冥
福
を
祈
っ
て
萬
霊
等
（
塔
）
を
建
立
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
金
山
に
あ
っ
た

萬
霊
塔
は
音
高
寺
の
参
道
に
移
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　本
年
は
寛
保
二
年
か
ら
数
え
て

二
七
〇
年
余
、
川
流
溺
死
萬
霊
等
は
戌
の

満
水
の
惨
状
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
人
々
に
万
一
の
自
然
災
害
へ
の
警
戒

と
備
え
を
忘
れ
な
い
よ
う
語
り
か
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

（
徳
永

　泰
男
）

　越
分
館
は
、
分
館
長
1
名
、
男
性
主
事

4
名
、
女
性
協
力
員
4
名
の
計
9
名
の
役

員（
上
・
東
・
西
・
南
越
の
4
組
か
ら
各

1
名
選
出
）
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

　活
動
は
、
毎
年
2
月
の
総
会
か
ら
始

ま
り
、
6
月
の
高
社
山
登
山
（
地
区
共

催
）
や
地
域
の
さ
つ
き
愛
好
会
へ
の
参

加
、
10
月
に
は
、
分
館
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
敬
老
会
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
の
開
催
、
12
月
に
は
越
区
人
権
教
育
懇

談
会
の
開
催
（
共
催
）、
ど
ん
ど
焼
き
へ

の
協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　10
月
の
敬
老
会
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
に
は
毎
年
大
勢
の
区
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　敬
老
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
小
さ

な
分
館
な
ら
で
は
の
、
一
軒
一
軒
対
象
者

宅
を
直
接
訪
問
し
、
参
加
を
丁
寧
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　今
年
の
敬
老
会
は
38
人
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
出
し
物
は
地
域

安
全
の
た
め
の
啓
蒙
や
地
域
の
民

踊
会
の
み
な
さ
ん
の
発
表
、
昔
話
や

音
楽
演
奏
、
演
芸
な
ど
が
あ
り
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　今
後
と
も
地
域
の
安
全
と
文
化
・
福
祉

向
上
の
た
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に

活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　
　（越
分
館
長

　池
田

　正
文
）

越 分 館川か
わ

流
な
が
れ

溺で
き

死し

萬ば
ん

霊れ
い

等と
う

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

敬老会の様子

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

豊  

田  

公  

民  

館

クリスマス直前！
ワインの夕べ
～キラッと
　　スパークリング～

12月12日㈯
午後3時～5時 豊田公民館 日本ソムリエ協会

宮澤 利彦 さん

＜定　員＞30名
＜対　象＞成人に限る
※試飲あります 
＜受講料＞1,500円（実費）
＜申込み＞11月30日㈪まで

樹脂でつくる
ゆめかわいい
キラキラアクセサリー

12月20日㈰
午後1時30分
　　　～3時30分

豊田公民館

女子高生手作り
アクセサリー
サークル
Plume la Ciel

（プリュム ラ シエル）
佐藤　真帆 さん
割田　結衣 さん

＜定　員＞15名
＜対　象＞小学生から大人まで
大歓迎
＜材料費＞500円
※小学校低学年は保護者同伴
＜持ち物＞マスク
＜申込み＞12月11日㈮まで



今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/kouminkan/

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

中  

　

 

央  

　

 

公   

　民   

　館

しめ縄づくり講習会 12月4日（金）
午後6時～8時30分

中央公民館
講　　　堂 大宮 誠吉 先生

＜定　員＞30名
＜対　象＞市内在住又は在勤の
方（中学生以上）
＜材料費＞500円
＜持ち物＞はさみ
＜申込み＞11月2日㈪～27日㈮

冬のテーブル
　　ガーデニング

12月11日㈮
午前10時～
　　　　　　　午後0時30分
（受付）
　午前9時40分～

働く婦人の家
１階 講習室

癒しの
ガーデニング
コーディネーター
碓井 智子 先生

＜定　員＞15名　
＜対　象＞市内在住又は在勤の
方、初心者優先
＜材料費＞2,000円
＜持ち物＞持ち帰りの袋、箱
＜申込み＞11月９日㈪～

公民館ギャラリー　 陶芸展　（中野陶友会）11月２日～ 11月30日

北

　部

　公

　民

　館

トレッキング
　　　　入門講座
[大人の遠足～秋autumn]

11月29日㈰
午前10時～
　　　午後0時30分
(内容)旧街道を歩いて、
健康づくりと景観の再
発見を

トレッキング
コース：北部
公民館～赤
岩～柳沢～
田上～岩井

よませ自然学校長
畔上 正雄 さん
中野山岳会
鈴木 一成 さん

＜定　員＞15名程度
＜受講料＞100円
＜持ち物＞雨具、飲み物、軽食、
帽子
＜申込み＞11月９日㈪～

カルチャーセミナ－
（全10回シリーズ）
※第6回以降も随時お知ら
せします

第4回　12月8日㈫
午後１時30分～３時
（内容）年忘れ落語鑑
賞会～笑って新年迎え
よう！

北部公民館 中野市
落語研究会

＜定　員＞40名程度
＜対　象＞中高年世代の方
＜受講料＞無料
＜その他＞公開講座ですので、
どなたでも参加できます第５回　12月15日㈫

午後１時30分～３時
（内容）フルートとピ
アノの楽しい演奏会♪

北部公民館
羽生田聖子さん
(フルート)
小林 夏実さん
(ピアノ)

西

　部

　公

　民

　館

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

本格キムチづくり

11月26日㈭、27日㈮
午前9時～正午
（内容）１日目は白菜
１玉を塩付けにし、2
日目は白菜とたれで漬
け込みます

西部公民館 韓国料理研究会
のみなさん

＜定　員＞16名
＜対　象＞2日間参加できる方
＜材料費＞700円
＜持ち物＞ビニール手袋、エプ
ロン、バンダナ

キムチだれづくり 11月28日㈯
午前9時～正午　 西部公民館 韓国料理研究会

のみなさん

＜定　員＞16名
＜対　象＞キムチだれに興味の
ある方
＜材料費＞500円
＜持ち物＞ビニール手袋、エプ
ロン、バンダナ、持ち帰り用の
容器　
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　市
教
育
委

員
会
の
子
ど

も
読
書
活
動

『
フ
ァ
ミ
リ

ー
賞
』
を
昨

年
度
受
賞
し

た
三
ツ
和
の

田
端
さ
ん
一

家
。
３
人
の

お
子
さ
ん
の

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
休
暇
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
に
開
始
し
た
読
書
活
動
を
通
し
て
、
家

族
の
輪
、
絆
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　中
学
校
の
英
会
話
部
に
所
属
し
て
い
る
お
兄
さ
ん
は
、「
鹿

の
王
」（
上
橋
菜
穂
子
著
）
が
最
近
の
お
気
に
入
り
。
小
学

生
の
お
姉
さ
ん
と
妹
さ
ん
は
、
剣
道
の
稽
古
に
励
み
つ
つ
、

毎
日
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　深
ま
る
秋
、
み
な
さ
ん
も
家
族
で
読
書
を
楽
し
ん
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

花と季節の写真募集
　文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の
名

前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

カエルのひと休み（一本木公園）／山上

伝統ある竹原神社煙火（竹原）／土屋好之

ホオズキ（草間）／宮澤　聰 無花果（栗和田）／月岡尚雄

※
広
報
な
か
の
38
ペ
ー
ジ
に
今
年
度
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
募
集
記
事

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
受
賞
し
た
３
家
族
の
作
品
は
、

12
月
下
旬
ま
で
豊
田
支
所
で
掲
示
中
で
す
。


